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小田急電鉄株式会社（本社：東京都新宿区 社長：星野 晃司）は、２０１９年１０月１日（火）

から、鉄道運行異常時における列車遅延や運転見合わせ、振替輸送に関する情報などの多言語  

（英語・中国語（繁体字・簡体字）・韓国語）提供を開始します。 

 

これは、小田急線をご利用いただく訪日外国人旅行者の増加を捉えたもので、運行異常時にタイ

ムリーな情報提供を行うことで、より安心して小田急線をご利用いただくためのものです。 

当社ホームページの運行情報ページを各言語サイト（グローバルサイト）に自動翻訳し、日本語

ページと同等の情報を提供することで、従来に比べ格段に情報量を増やします。また、訪日外国人

旅行者に分かりにくい「振替輸送制度」についても、制度の解説をはじめ、駅窓口へ頻繁に寄せら

れるＱ＆Ａを多言語で作成し、グローバルサイトへ掲載することで、運行異常時に安心してご利用

いただきやすい環境を整備します。 

 

当社では、中期経営計画におけるモビリティ分野において「外国人旅行客がストレス無く利用で

きるサービスの提供」を掲げています。今後とも、さらに安心・快適に小田急線をご利用いただけ

るよう取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訪日外国人旅行者に、小田急線を安心してご利用いただくために 

鉄道運行異常時に必要な情報の多言語発信を強化 
～タイムリーな運行情報と振替輸送制度についてお知らせします～ 

運行情報ページにおける 

異常時情報発信（日本語）から 

自動翻訳 

現在のグローバルサイト 

「運行情報」（英語） 

運転状況のみ表示 



「鉄道運行異常時に必要な情報の多言語発信を強化」についての概要は以下のとおりです。 

 

記 

 

１ 運行異常時におけるタイムリーな運行情報発信 

 （１） 開始日 ２０１９年１０月１日（火） 

 （２） 内 容 当社ホームページのグローバルサイト内「運行情報ページ」において、運行

異常時に列車遅延や運転見合わせ等を、英語・中国語（繁体字・簡体字）・韓

国語でタイムリーに提供を行います。 

なお、適時性を高めるために、多言語化システム「ＷＯＶＮ．ｉｏ」※を導入

いたします。 

※Wovn Technologies 株式会社(本社：東京都港区、代表取締役：林鷹治)が

提供するシステムの名称 

    

２ 振替輸送制度に関する情報発信 

 （１） 開始日 ２０１９年度中 

 （２） 内 容 訪日外国人旅行者に、ご理解いただくことが難しい「振替輸送制度」につい 

て、制度の解説をはじめ、駅窓口等へ頻繁に寄せられるＱ＆Ａを英語・中国 

語（繁体字・簡体字）・韓国語で作成し、グローバルサイトへ掲載します。 

 

以 上 

 

 

 


